
第 18 回国際芥川龍之介学会 ISAS大会プログラム 

International Society for Akutagawa [Ryunosuke] Studies 

 

2023年 10 月 28日〔土〕―29日〔日〕 研究発表 

上海外国語大学（中国） 虹口キャンパス 

(中国上海市大連西路 550号（郵便番号 200083）) 

(550 Dalian Road (W), Shanghai 200083, China) 

 

大会テーマ「芥川龍之介と上海 ― 中国旅行から 102年 ―」 

 

大会実行管理     秦剛（北京外国語大学・副会長・中国支部長） 

今野哲（日本体育大学・大会実行委員長） 

会場校統括       高潔（上海外国語大学） 

大会総合進行   足立直子（広島女学院大学）・劉東波（南京大学） 

 

 

〔第 1日目：午前〕 

9：30～  【開会行事】 

◇開会の辞      今野哲（大会実行委員長・日本体育大学） 

◇会長挨拶    髙橋龍夫（国際芥川龍之介学会 ISAS会長） 

◇支部長挨拶  秦剛（国際芥川龍之介学会 ISAS副会長・北京外国語大学） 

◇会場校挨拶    高潔（上海外国語大学） 

◇記念撮影等 

 

 

10：30～ 【記念講演】 

新時代における中国の日本文学研究について 

譚晶華（中国外国文学学会日本文学研究会元会長・上海外国語大学元副学長） 

 

 

〔第 1日目：午後〕【研究発表】 

第Ⅰ部 13：30～15：15 

第 1会場［司会：今野哲（日本体育大学）］ 

（13：30～14：05） 

個人発表① 伝統と現代：芥川龍之介の宗教文学創作     潘貴民（吉首大学外国語学院） 

 

（14：05～14：40） 

個人発表② 芥川龍之介「湖南の扇」論 ——「僕」の長沙体験の生成をめぐって 

張東悦（北京外国語大学） 



（14：40～15：15） 

個人発表③ 一つの世相 二つの情懐                任常毅（上海商学院） 

 

第 2会場［司会：高麗霞（上海外国語大学）］ 

（13：30～14：05） 

個人発表④ 芥川龍之介『奇怪な再会』論 ― 山東女性・孟蕙蓮に内在する「古典」― 

林悦（フェリス女学院大学大学院生） 

 

（14：05～14：40） 

個人発表⑤ 中国愛好者芥川の皮肉表象の再検討 ―「蛮市」天津を手がかりに― 

邵若晨（南開大学外国語学院） 

 

（14：40～15：15） 

個人発表⑥ 芥川龍之介『上海游記』の外と内 

      ―上海のメディア空間と案内人のネットワークなど周辺資料からのアプローチ 

                                曲莉（北京外国語大学） 

 

 

第Ⅱ部 15：30～17：00  

［司会：馮海鷹（清華大学）／ コメンテーター：市川裕見子（宇都宮大学名誉教授）］ 

パネル発表① 芥川龍之介と上海の文化的トポス――ヒトと知のネットワーク 

 

「上海游記」における料理屋「小有天」の表と裏      何荷（四川外国語大学） 

 

メディア関係者と観光者のまなざし―芥川龍之介「上海遊記」を中心に― 

     鄒波（復旦大学） 

上海の芥川龍之介と李漢俊、魯迅とのかかわり 

――翻訳と出版が結んだ知のネットワーク 

   秦剛（代表者・北京外国語大学） 

 

 

〔第 2日目：午前〕【研究発表】 

第Ⅰ部 9：30～10：40 ［司会：宮﨑尚子（茨城大学）］ 

（9：30～10：05） 

個人発表⑦ 芥川龍之介・菊池寛と毎日新聞社 ――『サンデー毎日』創刊前後まで―― 

五島慶一（熊本県立大学） 

（10：05～10：40） 

個人発表⑧ 芥川作品における「良平」と「彼」の意図の考察      管美燕（長榮大学） 

 



第Ⅱ部 10：45～12：05 ［司会：孫立春（杭州師範大学）］ 

（10：45～11：20） 

個人発表⑨ 芥川龍之介のフランス小説翻訳             藤原まみ（山口大学） 

 

（11：20～12：05） 

個人発表⑩ 芥川龍之介と木下杢太郎の北京イメージ        傅玉娟（浙江伝媒学院） 

 

 

 

〔第 2日目：午後〕【研究発表】 

第Ⅲ部 13：30～14：40 ［司会：堀竜一（新潟大学）］ 

（13：30～14：05） 

個人発表⑪ 国境を越える芥川龍之介の上海の旅 「南国の美人」を中心にして 

劉佳（熊本大学研究生） 

 

（14：05～14：40） 

個人発表⑫ 「上海游記」等におけるレトリックの意義と芥川のスタンス 

―『宗方小太郎日記』を起点に―          髙橋龍夫 

 

 

第Ⅳ部 15：00～16：30 

［司会：呂慧君（上海外国語大学） コメンテーター：宮坂覺（フェリス女学院大学名誉教授）］ 

パネル発表② 芥川龍之介の上海体験：「上海游記」の検証及び作家の上海表象をめぐって 

高潔（代表者・上海外国語大学） 

 

『上海游記』に登場したカフェから見た上海の「場違い西洋」   冷和華（上海外国語大学） 

 

芥川龍之介が見た中国の「文人生活」 

―「上海游記」と「江南游記」に関する一次資料を中心に―  張青（上海外国語大学） 

 

芥川龍之介と東亜同文会との接点 ―『上海遊記』を中心に―    楊中奕（上海外国語大学） 

 

芥川龍之介の上海 ――「母」を中心に――                           周倩（上海師範大学） 

 

 

16：30～ 【閉会行事】 

◇閉会挨拶  宮坂覺（本学会元会長・フェリス女学院大学名誉教授） 

 

 



2023年 10月 30日〔月〕  

フィールドワークⅠ：芥川龍之介と上海 

大陸新村魯迅故居、1927 魯迅・内山記念書局、里見医院、万歳館、 

ガーデンブリッジ、バンド、豫園、湖心亭、城隍廟 

 

2023年 10月 31日〔火〕 

 フィールドワークⅡ：芥川龍之介と上海 

李人傑寓所、徐家匯天主堂、徐光啟墓 

 

2023年 11 月 1日〔水〕 

 フィールドワークⅢ：芥川龍之介と蘇州 

孔子廟、玄妙観、留園、拙政園、寒山寺、虎丘 

 

フィールドワーク企画：国際芥川龍之介学会 ISAS中国支部・大会実行委員会 


